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序

）|(｢1111村には，数多くの１１｢代の遺跡があります。そこからは，発掘調杏を経ることによって，おもいもかけ

なかった古代の遺産が発兄されることがあります。今lmlの膳｣山|ｽ:の調査では，数多くのT1T埴が発揃'され，今

までになかった馬のjil(１輪などが多数発掘されています。私達は，これらの遺物を単に興'１）|<本位にながめてい

くのではなく，これらのjili跡や遺物を通して，古代の人'''１の姿を見つめるとともに,1M在の私達の姿を顧みる

ことを忘れてはならないと号えます。この貴重な文化1吋がよりよいﾉｱ向で保護され，保存され，そして，村

の内で､活用されることを望むしだいです。

zrlLll，まだ，十分な報ｆ１ｆとはいきませんが，その概要の一端を報(lrするとともに，この発伽にさいしてifl］

ljM1ﾉﾉいただいた各位に対して感謝'|'し上げて序といたします。

'11111村教f｢姿11会

数行l定金井久雄

目次 例 ロ

発掘調査に至る経過

発捕1調査

(1)Ｄ，１，Ｊ区の調査

(2)Ｅ，ＥＫ，Ｌ区の調森

(3)ＡＢ，ＥＧ,Ｈ，ＬＭ,Ｎ区の｢凋査

(4)Ｐ，Ｖ区の調査

(5)Ｙ，Ｚ区の調査

成果と問題点

［ 

Ⅱ 

１本:書は昭和57年度県寓liIil場幣I111iに伴う緊急､発掘

１１，Ｗｆとして，紺)||村教育委員会が，昭和56年度文

化11ｲI川部堆費国庫補１１ﾉﾉ余,及びﾘ｢し農政部委託金の

一部,'１Nｲ''５７年度文化1吋|｣Ｍ事業!＃圧llilil(ili助企及び

りiL農政部委託金を便)Ｕして１丁った膳地凶［1藤・

新宿遺跡の発掘の概要を示した６のてある。

２発掘調杏は，昭和56f|ﾐｌＯ１１よ')昭和58年２１］ま

でだ,linした。

３発l1iii調在は釉Ill村教育委員会のＩ亘`尚事業とし同

数青:委員会社会教育係文化1吋}肥'１１卵,'|､島純一が

I1LLl1し本書の執筆，編集Ｍ､烏があたった。

４発掘万:真は'|､烏が担当し，航空４１ﾉﾐ真については

（㈹''１央航柔式'１１勉氏による。

５イミ遺跡の資料は粕111村教育二姿１１会の責任の)Cに

保符されている。

６発掘調査にさいし，次のﾉﾌ々から御指導御助言

をいただいた。記して感謝いたします。

新)|:)〃犬，」'二」ｚｌｌＩｌﾐ雄，梅11)<重lliﾉｨ，坂爪久純，１ＭⅡ

雄上i，臼イ｢入一郎ぃ徳IIL秀夫，二|北１１１純之，「iij原

豊，イ｢烏ﾄ'1夫，山111奇一，村｣1地改良l天，第６二［区

］:１J役員。
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’1洲'５７イドl廷は，そのイド，｜'ljl場整|iii邪推が満「され
センナカ

ることになっていた，ﾉﾇﾘ６１Ⅸ（膳・''１｣也区)，第８
キルト小 ７，つャ

｣ﾕ区（［W〔llIlili地凶及び第ｌ２Ｌｌｚ（新膿地|ﾒ:）の

３」Ⅸについて，４造hIjの発掘調盃と，ｌ地ﾉﾊ(の試

掘｢】Ｍ÷を'ﾉﾐｌＩｉｍした。第６］］×：（膳・中地|ﾒ:）ては，
ｼﾗｰﾉｼｱﾗｼﾕﾌﾟ 

ｲﾐ書に,ﾊﾞｰ'1'１藤，新1i,ijililI1liの|山に，占jilI時代後期初
一トウー､’･ｿ・

ﾘrIの祭I1iU世Ｍ１)《としてli１ｹ<llさノしていた，’'''１１１j堂１，１１１１;の訓

Ｉ発掘調森に泰る絲過

粕111村は，lIiL1和５４ｲﾄﾞ度よりⅡL'|i(診二'1｣也改良三'千丁業が

実施され，それに伴ってl1l1蔵文化11ｲの緊急､発伽｢１帖

を実施してきている｡ｌＷＩｉＵ５７ｆＩ三度はその４イ|ﾐllにあ

たっている。
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杏を行った。第８工区（」２束'11面地区）では，平安
ジイーンジ

時代の集落llliである，'４１宵寺遺跡の調査を実Illした。

又、第１２二[1ス|ﾉﾘでは，道水路部分についてijW調査

をｲ丁なった。しかし，ここでは，ｌＵ１確な遺榊を伴う

遺物の検111ができなかった。
ピンシラフジ

ｌＥ１藤・新術j宣跡は，勢多111j粕111村大字膳半白藤，
アラジユクハチマンダイモン

新宿，八''１(，入門，という４つの'|､字|こまたがる，

270,000ｍ'にものぼる広大な遺跡であり，繩文時代

iiij期より，鎌倉，宗IHT期，あるいは江戸時代までの

遺榊，遺物を出二|ﾆする内容の豊かな遺跡てある。

この道'11ﾘﾘ《の所在する膳地区は，粕)||村の來端，新

LLL付と境を接する地域である。現在，粕川村を東西

に横断している上毛電鉄の線llYfあた')を南限とし，

県道桐生・Iiij橋線から北へ上る村道２号線を四限と

二J

illjii 
際DＣ 

｡）原０

iくつipH二週
、
】

急』

汗
｢～ 
～」

?－｣L二Hf芒； ’ 

jliiiIiLf 
Ｌｊ 

Ｃど。

１
１
．
 

Ｆ
Ｌ
Ｌ
 

「
ノ

ノ
ー

○ エロ

蕊 鴫
弧

（口

瀞
雛塞

３画PYZ･P．Y･Z･回

KＩＩ ６１〔。

、

議｣Ⅱ 

6Ｃ 

愚

lIfhiiiJifliiiUi 鰯
L】

Ｉ 

ラフI、

liiJjiD ヒ
ロ
ロ

ロ
０
１

、

随
茄
小

妄

１
一

丁
、

ロロ

|ロロ

ニニ’
i二二コ

ロも

第２図曰藤・新布遺跡1吉|辺地形'又’

－２－ 



する地域である。

白藤・新宿遺跡は，この膳地区の北端，現在，県

指定史跡となっている，膳城跡の北にひろがる台地

上に確認された。標高は１９０ｍから２００ｍにかけて

の地域で､ある。

この白藤・新宿遺跡はそれまで，上毛古墳総覧に

は粕川村７１号墳から７６号墳まで６基の古墳が掲載

され，粕川村誌には土師器の散布地として周知され

ていた。又，現況の畑地害Iが非常に不自然なところ

があり，膳城跡に関係する何らかの遺構があること

が予想されるなど埋蔵文化財が濃密に分布するこ

とが考えられた。その為，圃場整備工事に1年先行

して，昭和５６年１０月より発掘調査に着手し，昭和

５８年２mの発掘終了までの１年４ケ川を要し調査

を実施した。この間に確認された遺構は，膳城跡北

郭の畝堀や，４０基を越す，大古墳群などて．あった。

（１）Ｄ，｜，Ｊ区の調査（第３図）

Ｄ，ＬＪ区は，〔1藤地区の北四部にあたる．Ｄ

区では昭和５６年度に古墳時代末の横穴式ｲJ室を有

する古墳（Ｄ－１号境）を－基調査し昭和５７年に

は，その周辺が土の切り盛りがでてきたため，新た

に,Ｄ－２号境,Ｄ－３号境の調査を実施した。Ｄ－

２号塙は，Ｄ－１号藝墳と同様に，前庭部を有する横

穴式ｲ了室を主体部とするものである。これらは円筒

埴輪等をもたず前庭部に|']形の掘り込みをもち，

そのLi1に円礫を充填するものであり昨年度調査を

行った)'１１１１占墳群の粕1'’１２号墳などのあ')力と非

常に近似している。これらの２古墳は古墳時代後期

末の終末期古墳として把るのが妥当であろう。Ｄ

－１，，－２号境はいずれも上毛古:境総覧記載iliIli

jfiで､ある。

Ｄ－３号項は上記の２古墳とは異な'八一部破壊

をうけているが竪穴状礫榔を主体部とするものと考

えられる。又一部はj亘によって破壊をうけているが，

周堀を全周ざれた直径２０ｍ程の'1]項てある。この古

墳周堀内からは}リ筒埴輪，馬形埴輪などの他，

土nilj器や須恵器が検出されている。これらの出土遺

物よ')，このＤ－３号墳は6111:紀中葉頃のものと推

定される。このＤ－３号埴は粕111村第７６号埴と思わ

れ，土地の所有者によれば，人物の形象埴輪もかっ

て出土したとのことである。又，Ｄ区では，浅間Ｂ

１峰ｲＥｉの純層をその埋士上層にもつ，大型の円形士拡

が３雄確認されている。これらは直径２．５～３ｍ,深

さ１．５～２ｍ程のもので底にさらに直径０．５ｍ，深

0.5ｍ程の円形のpitをうがったものや,３０cm大の円礫

をもつものなどがある。これと同様な士拡が，昭和

５４１F度調査の稲荷'11遺跡でも検出されている。稲荷

Ill例は，やはり浅間Ｂ軽石を埋土上層にもち，埋土

'+'央には焼土塊が検廿}されたもので地形的には平坦

な面にのぞむ北向きの緩斜面であり，今回検出きれ

た士肱群と非常に近似している。又，周囲に同時期

の住居皿がまったく検出されないという共通点もあ

る。

Ｉ区では,上毛古墳総覧粕川村第７５号墳に相当す

る直径３０ｍ程の円墳の調査を実施した。この古墳は

主体部に大形の横穴式石室をもつものであるが，

石室部はほとんど石を抜かれていた。周掘は，全周

Ⅱ発掘調査

発掘調査はその対.象地を道水路敬，あるいは士櫃

カットのある地区とした。当初の土地改良,,1,,の｢ｉｌ１１１ｌｉ

では，この白藤・新宿地区ではほとんど土の動きが

ないとされていたが，工事が実施されるや当初の予

想をはるかに越える面積の調査を余儀無くされた。

昭和５６年度は白藤地区西側の道路敦部分の調査

を実施し，昭和５７年度は，新宿地区の道水路部分全

域と，白藤‘新宿地区で新たに上の移動がでてきた

部分の調査を実施した｡昭和５６年度の調査及び昭和

５７年度の前半の調査は圃場整備事業着工前という

こともあって，調査地区が,|,Ｆｉ６ｍの新設道路敷内に

限定されたため，排士作業及び埋戻しに，かなりの

労力を用した。

調査はjrrl象地域が広範囲であるため，国家駆標点

（第１Ｘ系）Ｘ＝47000Ｙ＝-54500を埜準点とし

て’００ｍ単位で大グリットを設定しＡ，ＥＣ，Ｄ

……区として，それをさらに４ｍ単位で，東西方向

を１～25,南北方向をａ～ｙでu乎,uＩした,,､グリット

を設定していった｡そしておのおのの小グリットは，

北西隅の杭を基準として呼称することにした。

したがって，これから，この概要を示すにあたっ

て，この大グリットを単位として章をすすめていく

こととする。

－３－ 



せず，石室前には''1形のＭ)込みがみられた。又埴

輪を有しない、この古墳もＤ－ＬＤ－２号墳と|行］

様，終末期古墳と考えられる。

ＪｌＺて1よ’縄文''１期後半１１Ⅱ曽利Ｅ３～４式の｣茜器

片が多く出土したため，試掘満を｢没定し掘り下げ

た。しかし～住居あるいは二'二｣広などの遺構は検出で

きなかった、ただ，大型伏せ饗と、１１炉状の遺幟が

検出できただけで､ある。 》
、区全景
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ある。古墳中央には，小円礫を小口積にした竪穴状

の小礫榔がほぼ完全な形で検出されている。この石

室からは小さな鉄片が一片出土したのみて､あった。

しかし周堀からは，土師器，須恵器の腺，石製模造

品などが，転落した葺石や円筒埴輪といっしょに

出土している。このＦ－１号墳に近接して確認され

たＦ－３号墳及びＥ－４号墳は主体部は検出てきな

かったが，特にＦ－３号墳周堀埋土中には榛名ニツ

岳の火山灰ＦＡが確認された。又，これらの古墳の

間には，周堀等の外部施設をI半わない小石榔が検出

きれている。この小石榔には形態的な相違がある。Ｆ

－ｌ号墳の主体部のように，円礫を小ｕ積にするも

の，円礫一石を縦位置にもちい，床血に|司様の円礫

で敷石を用いるもの，床面に非常に小ざな円礫をし

きつめるものなどである。

(2)Ｅ，Ｆ，Ｋ，Ｌ区の調査（第４図）

Ｅ，ＥＫＬ区は，白藤地区の東南端部て､ある。Ｅ，

Ｆ区では昭和５６年度に,方形同溝慕２基,円墳１基，

住居阯２軒を調査した。その後，５７年度には円墳３

基，小礫榔５基，住居趾３軒の調査を実施した。

ここで検出された方形周溝墓は，－基については

全掘をすることができた。（Ｅ－１号境）

周堀は非常によくしつか'）と掘られていた。周構

内より土師器が出土している。しかし，主体部はlﾘ］

らかてはない。

円墳は４基が確認されている。この内，Ｆ－１号

墳は，５６年度調査時に検出されたものである。この

占墳は面径１７ｍ程の円墳であり，円筒埴輪を持

ち，墳丘には葺石がはりめぐらさられていたようて、
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以_lこのﾌﾟﾉ形周溝墓及びTl｢埴は５１Ｍｄ後半から６１止

紀''１葉にかけてのものと砦えられる。

Ｋ，Ｌ区では，満1条，古墳時代'|'期後半から後

期前半にかけての住居l1I2411il:，終木期ＴＷｉ－基が検

出された。

満は，’1}士遺物がないことから時1Ulを決定するこ

とはできないが，現在，発掘区の束'１１１にある竜源寺

の地割りとその走行があうこと，この竜iNi寺の開』ｉＬ

が，南に|鎌接している膳城と非常に深い関わ')があ

ることなどが砦えられることから，この竜1M〔寺の寺

城を害|Ｉする溝ではないかという推定がなりたつ。ひ

るがえって，この竜源寺が，中llLにおいて居蝕iII的

な要素をもっていたので､はないかということも想起

されてくる。

４Ilil:が確認されている住居』'1は，Ｅ，Ｆ区の住居上'1：

とほぼlTi1時｣９１，すなわち，ドⅡ泉期から鬼高Ｉ期にか

けてのもので､ある。ＦＨ－１住からはモモの樋子が

検出きれている。又,ＫＨ－２住，ＬＨ－２住からは

Ｆ－ｌ号墳から出土したものと同様な1i,ﾙｲ｢製の石製

模造1111,がlll=こしている。

;､11W蝋111iii;iH11嚢l111I11ili1Iiiiiliiillili
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1i1iilI1ijHl1lm1liii1i鐸
Ｆ－ｌ号墳全景

l1LI従ｌ７ｌＭｉＬの|']埴,墳

IT:のまわりには茸ｲTがは

りめぐらされ，｜]]筒埴輪

が樹立されていたようで

ある。墳丘鴨二１２は全く確

認できない。

iiiiilillli1I1llllilii1 
騨爵鐘ig鍵蕊i露護憲驫霧露灘露鰯i9HH犀圏露塞

搬画、,可

iiI1iD,ijiljiillDlIlIIiiiii蟻鱗鍵

iii■■け 11,2 

;(iili11iiiiiiiii蕊11lllliillliiiiiiiiiiill11lillllll1lliiiiiiiiiiiiiiiiliiliibiOih,!
Ｆ－ｌ号墳主体部

３０ｃｍ大の円礫を'１，口

積にした竪穴状小礫榔で、

ある。

Ｆ区拡張区

５６年度調査のＦ－１

号埴のすぐilLiIllllを５７年

にここの移動がて､てきたた

め調査，古墳２１，L，小礫

榔４基を検出した。



ＫＨ－２住遺物出土状

態

ＫＨ－２住は長辺５ｍ

短辺３．５ｍ腿の長ﾌﾞﾌ形の

竪穴式住『+1112であ|)，ま

わ')に〈Ｍ:する住居1112と

主llilll力１，]を一致させ，又

出土遺物からも，ｆⅡ泉期

後半の様Ｉ1三|がうかがえ

る。

遺物の,１１}上は住喘111:北

東隅にllさ'|]していた〔刀

,,,,lIlliillllIiilllllllllｌｌＩｌｌｌｌ１ｌｌ１ｌIl1ln1mi雪雲11liiiliU1Illl1IllｌＩｌＩｉ
蘭iN鰯i残i菌

遺物出土状態

北來隅の遺物出土状態

畿

j鑿i義11111111111|ｌｌＩｌｌ１１１Ｉｌ１ｌＩ１Ｉ蕊lliiiiijiiii

ＫＨ－２住全景

剛



（３）Ａ，Ｂ，Ｆ，Ｇ，Ｈ，Ｌ，ＭＮ区の調査（第５

図，第６図）

第５図と第６図に叩くした，ＡＢＦＧＨＬＭＮ各区

の調査は，ＦｌＸの一部を除いて，すべて５７年度に調

杏を実施したものである。これらの区域は新柄遺跡

の範囲である。又，この'ｘ域の調査は大きく，古墳

の調杏，古埴時代｢'１期後半から後期初頭にかけての

住居1''２群の調杏，’1ﾙlM，膳城｣'１２に関係する遺椛の調

査にわけて考えることがてきる。

古墳の調査

古墳はこの区域の''１でＭ１;を確認している。その

内、１基は周｣)llilの一＃|j分を洲ｲ［したのみ，lALはほ

ぼ完全にｲjが除去されてわずかにその恨跡をとらえ

たのみである。この８』ｉｆのT1,.Ｗよ、終末期11'.｣f【とし

て把えることのできる３紫の古墳を除いて，他は6

11ｔ紀''１梁に比定できる11｢墳である。

Ａ－ｌ号墳は，ロ藤・新宿遺跡のT｣]･壇の｢|]でもっ

と師ilI作,Ｈ１に富む古墳である｡直径は２０ｍ程の,,]墳

であ')，南北に''２立する２つの主体部をもつものて、

ある。主休部はいずれも竪穴状小礫榔であるが，形

態｣二に漣異がある。北''11に位置する］ザ主体部は側

ｲ｢はほとんど抜かれていたが，その痕跡から－ｲ,･を

縦位置に使用するとともに床に''１礫を敷くものである。

ijI1111Uの２号木体は，’１]礫を小'二|積に３段に積むもの

で，床ｌｌｌｉには板状の万を撒いている。この２つの主

体部からは碧三[i製の管三Ｋや硬]i製の勾二liなどが多数

検出されている。又，古墳周堀内からは埴輪蛾に

''１Aじって多数の土師器や須恵器が検出されている他

鉄製紡iilM1，イ｢製紡鈍llL、漆玉なども多く検Ⅱ)され

ている。

住居lll:の調杏

Ａ，Ｂ，ＧＨ区は，発掘区の都合上光掘し得た住居
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満のあたりに,南北にl1Ll4があったという。このこと

をきけばこの地害'１とiiMiiのlMj係も容易にｉｉｉ川がつく。

Ｍ，Ｎ区で(鵬』された人iMiiは膳城北郭にＩ)|きうもの

で､あり，たがいにufI丈するものと思われる。特にiji

llされるのは，Ｍ,Ｎ区を｢}j北につらぬき，膳城にい

たる大Ｉiii#の底1hi形態である。（第７図）それは，ちょ

うど，ｉ,''ｻﾞの底liIiにさらに２～３条の満を掘ったよう

なⅡ’態のものであ')，イr[Iil的にも初めての確i洲Ｉで

あった;;ｌｉＸ，Ｍ区をⅢ〔l1Liに横ぎり，＿|述のi豪に頂交

するiiVj1lIには，北部から城ﾀﾄに出る為の水橋の柱痕

を検'1)した。（第８図）これも，まだ数例しか確認例

のないことらしく,Ｉｉｌｉこの２つの事実は'1]世城郭史

hl:はわずかであるが，もっとも多くの住１，lIhlZを検Ⅱ）

した地区である。この３地区合せて２１１１１１:の竪穴式tiミ

届と２棟の掘立てlil2遺榊を検川している。これらは

いずれも，その(1)上遺物から，古墳時代''１期後1ムトⅡ

泉期から後期前半鬼高Ｉ期にかけてのものてあ')，

他にはわずかに２uII｢のTIT式土師器を111」ｭするものが

あるにすぎない。

膳城1''1に関連する遺榊の調盗

Ｆ区からＧ区にかけて南北に連なる人ilIiliとＭ，Ｎ

ｌｚで雌i沼した膳城北郭のi豪趾がそれである。ＥＧ

区で(i(i柵きれた人iiMiLは｣二ll1Wi7mr卜lllillln，ｉ采さ２

ｍ程の大きなものでＦ区|ﾉﾘで束ilLi力|(Uから南にまが

')膳城ilq郭ﾉﾌ向に向かって延びている。溝の形態は

箱薬IUlに近い形である。ちょうど，lllil場整I111i前のl〈||｜

の区害Ｉはこの溝をざかいにして，まったく異なった

地割がなきれていた。古老によれば，ＩｉＭＩ認された

上貴Znな発兄といえよう。

註lIlIlMi-氏御教示による。
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空から見た発掘区

Ａ，B,F,Ｇ,IＬ 

Ｌ，Ｍ，Ｎ区は，ｌ朧城ＬｌＩｚ

の北側，新宿地区の大部

分をしめている。農道一

本をへだててlLI藤地区に

接している。

束よ')，北より，南よ

り。
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｛DHI1lliH`Wl1i雲霧iiliii

U11liHLjii1jBL蕊liljijJL灘
Ａ－１号墳全景

Ａ－１号壇の上方にＡ

－２号埴が在る。この古

埴はＡ－ｌ号墳を明らか

に意識して造られてい

る。

》
藍叱擢

鶴
Ａ－１号墳周溝内の遺

物出土状態

周i蒜，南四隅の状態で

ある。」二胸には茸ｲTと|リ

筒埴jliii、－１ＷWにはここ師器

蚊が多くまとまってⅡ}土

している。

遺物出土状態（拡大）

」二Iili器の坏，高｣下，壷

などがまとまって川二l1し

ている。



Ｂ，Ｇ区全景

和泉期後半から鬼高I

1lJlの住届1111が多く検(Hさ

れている。それらはi三ｌＩｉｌｌｌ

の方向をほぼ一致させて

いる。

域蝋

'１震蝋1illiillllil；
ill11ii1l1lllI1liiiiliilllli1 

ＢＨ－２住全景

トⅡ永期後半の住H1}｣11で

ある。 鰄蕊ii;l1lljMiiiiiijii鱗i鱗i灘鷺
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ぃ鍬wli11Il1''１ｉｉｉ鐸熱

》
;!；)il(liiiliiliilii1iIlll 

ll1llj1lI11,ll1l1lll ＧＨ－１住出土の石製

模造品

鬼同Ｉ｣０１の人形住IiIli,|：

床i(iiiiL〔上から}}仕した洲

ｲｰ｢製の首fiilil)，ほぼ光全

な形で11}」北ている。 11蕊繍i雲

#蝋鮮＄
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北郭西濠遠景(北より）

I1Lii豪はまっすぐ本丸に

むかっている。

鞭鯛一や
湖譲戦

illiiiii蕊llIilli蕊iii蝋Ｉ蝋Ｗｉ
■:V脳

!'lllli1iliiiiilliililiiiilllil1llIii1iiliillll 
Ｍ#…』鱸慧

西濠，畝堀全景

発掘区の都合で西濠で

令伽できたのは，この

－カ所だけだった。大き

な濠の中にﾎﾞllIい溝が平行

に作り出されている。

i霞iii鑿iii鑿iili1lI

西濠，畝堀土層堆積状

況
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llllllil1liiiIililIilliiii蕊I1il澱iｌ
jlllll 

lliiiiillliiWWiJljUWll11Illilli 田§〃

北郭北濠内橋脚趾

東西に走る北濠が北に

llIlるすぐ手前に木橋の橋

脚tll1がiilIi:認きれた。
麹翰Ｉｌｉｌ

liiilll1Iiililii 

kFwjiM篭
燃 灘liiiiiiiiiiiIlIIhJ1罐鱒

鐘j仁胤jJ瞬遡

北郭北濠全景

右が北郭内，

外である。北濠

》

右が北郭内，左が城

外である。北濠は図中央

で北に折れ，さらに’０ｍ

程で四に折れて四濠とぶ

つかる。



給ili(の火'''1火（ＦＡ）が検'1)され，残るｌ｣ｉｆについ

ては，周堀|ﾉﾘの土l剛ｌＩｉ債のI灸討からはＦＡ降下時に

はすでに周Ⅲ'|が完全に辿りきってしまったもの，つ

ま|)，他の１３｣i1÷のTl｢｣責よ'）もさらに時代のTIT〈遡る

ものと判断できた。これは，iLi埴からの'二l}二ｔ遺物か

らも証|ﾘＩすることがてきた。

ＰｉｌｌｊＩＭｌＬ土|ﾉlにＦＡを含む古墳は，さらに，１三休部

のｲIリル」ilIlpliiiiの有無，古墳の大小などによ')分頬

(4)Ｐ，Ｖ区の調査（第９図）

Ｐ，ｖ区は，〔|藤j堂跡の北ルミ部にあたる。この地

区からは，１１｢墳がｌ３Ｊｉｇ′|､|i簗|ｻﾞ'1が６）iL，’三i{１，''111芸が２

軒IiW柵されている。

１３）i噌確i忍された11｢埴は，総てIILI従ｌ()ｍ～201ＭｉＬ

の'１]境で､あ')，茸ｲiは認められなかった。これらの

T1T境の内，１２基のTl｢塙Fill堀皿上|ﾉﾘには，榛名ニツ|,'『
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することが可能であるが,総じて']形の''1壇であり，

竪穴状の'|､礫榔を主体部とする古墳は｣1h輪を持たな

いという傾向がある。

Ｐ－４りJ資は，直fin２ｍ，ほぼ墳1丘,-|,央仁は長さ

３．５１，，''1｢Ｍｍ，深さ１ｍ程の二Ｍkをうがち，，|､礫will

を作')、その鎧ｲ｢の上に３０cm大の']]礫を集積し，さ

らにその｣二を，ロームブロック混')の柵色三上で被う

という三ｉｉ休部が検出されている。この三iﾐ休部,'１から

は，わずかに残った頭蓋骨の一部を検Ⅱ'し得た。し

かし，副葬,''１，はまったく検/Ｉ)できなかった。

Ｖ－４号崎はi在任２２１MILの'１１埴であ|)，１三体iIfljは

検出されなかった。この古jriからは，１[|筒｣直輪，Ｍｊ

形埴輪，二Ｍ｢'ｊ器が多く検出でき，特に,Ｍｉ形埴輪は従

来の(祥!』う県下ｌｌＩ土のものには類例をさがし得ないも

ので．ある。

ｖ－１号jI,iは，zIx発掘区''１，もっとも南に１N(|,湖さ

ﾉしたｉＷｉで､あり，直径２()ｍ程のlzU境で､ある。この古

1ftは１４１藤・新11【i遺跡の'|'でもっともT'｢〈位満付ける

ことのてきるTIT埴の－って､ある。

本Tl｢埴の主体部は，壇lfll1央部に良さ４ｍ，ll11ii2

m，深き０．５１，侭のlUJ形の上拡をｌ１Ｉｉｉｌ)，それから

さらに斫艮さ３．５ｍ，ｌ１Ｍｌｍ深さ０．７ｍ程の｣二Ilj;を

Ｍ)下げ，ド,!i二lzWillをilii〈ものであり，主体内刊|jから

はｊＭｌｌ，人形鉄雌，１１`'1}ｲ｢製iiill型模造,''１１，，′lルのliKiｲｉ

などが検Ⅱ｣てきた。

TIT卿司｣lillﾉﾘからは，「']筒埴輪が多く出土してい

る。又，イU泉期後半と考えられる土lII11i器の坏やｸl((忠

器の１－２，３段階に対応すると砦えられる無蓋の

imI脚ilOPil不が出二lこしている。

以_Lの１１｢城のlluに５基の小礫榔が検出されてい

る。特にＶ区ではちょうど古墳と古１１'iとのＩｌｌに検出

されている。本遺跡におけるこの'1、ｲ｢榔の在')プノは

非常に特徴的である。

i蓋iiiiiiiiiiiiiii蕊iii蕊llllllUlllliiiiii

iii1iliil1lRUiliil 

翻附、図

Ｐ，Ｖ区全景(｣こより）
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Ili蓼11I11l11llIIllｌｌｉｉｉｉｌｉｌｌｌＩ

Ｐ区全景（南より）

手前からＰ－ＬＰ－

５，Ｐ－４，Ｐ－７，Ｐ 

－－３，Ｐ－６，Ｐ－２， 

ザ墳，Ｐ－１号，Ｐ－６

５境には''1筒埴輪が存在

する。蕊
liiliilIi鑿llil1iili11lNll1''''''1111；1111ilUii雲iii；蕊iｉ

Ｐ－４号墳主体部

Ｐ－２，３，４号の各

古墳には，主体部として

小礫榔が確認された。い

ずれも蓋石が完全な形で

残っており、非常に残存

状態のよいものであっ

た。

Ｐ－４号境のものはそ

の'１１でも特によく残って

いた６のてく被極の状態

などがよくわかる。石室

内からは頭蓋骨の一部が

検出されている。

蕊iiiIiijKlilIl

璽可鷺#
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夢ｉＷ１ｄｸﾞ零

断淵;鰯
ｈＬ 

駆酒

iiiliWllI1lllil 

線

Ｖ区全景（北より）

手前から，Ｖ－４，Ｖ

－３，Ｖ－２，Ｖ－１号

埴，各古墳との間には小

礫榔が存在する。

匹叔、

:hiiiiii1IiiIiili墨i蝿11■騒懸
十Ｗ

、1

幽辮

l蓬i６ｉｈ鱒
Ｖ－４号墳，埴輪出土

状態

’１]筒埴輪と埴輪馬の出

土状態。
灘lillilllllll1Ililiilliiilｉｉｉ

Ｖ－４号墳，Ｐ－６号

墳出土の埴輪馬

左がＶ－４号噴出士，

右がＰ－６号噴出士のも

のである。



Ｖ－２号墳遺物出土状

態

「Ⅲ筒埴輪が多数周i;ＩＨＩ|ノリ

より検,11}されている。

Ｖ－２号墳主体部遺物

出土状態

白色粘土を右いた粘二上

榔で､ある。榔内からは鉄

剣，刀子，大形乎根雌，

携帯)EHｲiKiｨ1；渦ｲJ製剣形

模造品などが出土してい

る。

霧iil1lli鰯薑篝鱗

ilWIlWlliiiiiiiiiiiiiiliiillili 
蝋鯛洲

粘土榔内遺物出土状態

近景



露
、

Ｖ－３号石榔上面

Ｖ－３号ｲ丁榔は，Ｖ－

２，Ｖ－３，Ｖ－４号墳

のI川に確認されたもので

ある。
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Ｖ－３号石榔蓋石の状
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''１灰（ＦＡ）を含むものがほとんどであった。この

''１でＹ'－５号境には茸ｲTが検出できた。又Ｙ－６号

墳周堀底からは，ク『(忠器の樽形腿が出土している。

ここでは，上記の古墳とほぼ|可時期と考えられる

兵け広墓が－JIL検出で､きた。これは，長さ２．５ｍ，ｌｌ１ｍ

Ｌ５ｍ，深さ０．８ｍ程の隅丸の長方形のプランをも

ち肱底には''1礫が－つと，うすく白砂が敷かれてい

(5)Ｙ，Ｚ区の調査（第１０図）

本lx1は，口藤地区の肢南端部にあたる。

ここでは，方形li1iiiVii墓７基，｜[|塙９基，′|､石榔２

ﾉ,ｇ土蛎墓ｌを(i(|制した。

７柴のﾉﾉﾉ}う周溝蕊からは出｣1jii物はまったく検,'1）

されなかった。

９基の'１]境はそのli1il堀内埋二上に榛名ニツ岳給iﾙﾘ〈 た。
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鍵i蕊議議i曇1k$liiiiiiiiiiiii1iiiiiii

ＹＺ区全景（北より）

手前よ})には６１世紀前

半代の古墳が集｢|'する。

」二万，南には，５１U:紀

代の方形周溝墓群が存在

する。

IIIlliilliiii 
Ｙ－６号墳出土の樽形

腿

Ｙ－６号墳は，上面を

圃場整備の重機により削

平されてしまっていた。

その為，内部liUD設など

については不明な点が多

い。しかし，周珈|底より

この桶川iiiがほぼ光全な

形てⅢ土した。 llllliiilii 



/しないのである。

墓域の変遷

ｌｆｌ藤，新術に広がる古jILil洋の変逃は，ＴＩ｢jf1I時代'|’

期｢'１葉頃に〕|〔1111台地上にT1T埴が築造されるのを契|幾

として，611｣:紀前半まてに，すなはち，ＦＡ降下iｉｉｉ

までに束IIlllの台地は，T1T境で埋めつくされたようで

ある。束ll1ll台地_上には２軒の和泉期の住ﾙﾄ1112がIil(|柵

されているが，古墳が造られることによって，それ

以後の住IilIⅡ:はまったくこの台地｣二には作られな

い。すなはち，）舌(iﾐ域が墓域に変化していったので

ある。束ＩｌＵ台地に｢L｢塙を作る余地がなくなると，す

てにこのころ居住域として使用されなくなりつつあ

るiLill1ll台地の四緑辺部に古墳を作')出す。これは，

束'111台地の11J境に比べ西'111台地の古墳がⅡ}二k遺物か

らみて時代('ﾘに下がる|頃向があることから推定でき

よう。ほどなく，I1Li台地i)しi縁辺もTl｢墳てうめつくさ

れようとするころ,すなはち，鬼高Ⅱ期の頃，古墳は

この[|藤，新宿から姿を消すのである。そして，１V

ひ；i1j墳時代終末11Ⅱには，それまでＦ１藤，新宿の11「

境にはh』られなかった、ｉｉｉ庭部を持った枇六式石宰

をｲiするＴＷｉが，Ｉｉｉｌ段|〕皆のように，密集せず「散ｲIｉ

的に作られることになる。

以上のように，本遺跡における，１１１}住域と墓域と

のIMil係は非illに有機的な関係であったことが推察で

きる。これに，ＬＭｉ域の変遷を把えることによ')，

当時の人'''１のよ')動的な姿を把握することができる

だろう。今後の大きな課迦としたい。

又，今lnl検出された４()ﾉｉｆ程のT｣,燗は，ほと/しどが

ＦＡ隆Niil後,わずかの'''１に形成ざｵ［たもので､あり，

しかも，とii休部にｌｉ樂榔あるいは上肱墓をイ｢し，Jiiill作

,},１，をほとんど待たないという非常に等質｢1りな|ﾉﾘ存を

もった古墳|排である。これは渋)''１１丁空１尺古墳ｲＩｆや｣党

l}I「ト淵名TlT墳群などと共に群馬県における初期#ﾄﾞﾘﾐ

墳を考える上で非常に貴取な資料を提供してくれ

た。これはひるがえって，当時の刺玉|の社会柵進を

考える｣二からも恰好の資料で､あるといえよう。

今後の祥細な浅科整理後の本報告をまって論を進

めたい。

Ⅲ成果とlhll腿点

’’１藤．新宿道Ｍ１《は束ilLiを沖積地に挾まれた，赤城

,,｣から延びる台地上に広がる遺跡である。遺跡の''１

央仁は浅い芥が人')込み，その芥をとり'Ⅲ'むように

遺跡は広がっていた．

この遺跡に対し，今'Ⅱ'の調杏は'''１i'場整Ｉ１Ｉ'i事業に係

る緊急調査ということであ')，けして十分な調盗で

あったとは,思われない。しかし今|Ⅱ|のi１，lililiらては広

大な遺跡地のなかに，道'lYf救地'ﾉ'とはいえ，縦横の

訂ｗ満を打つことができた。これにより，本道'1小の

大典を把握することができたと考える。未だ遺物終

l1I1等がほとんど進んではいない状況であるが’’二’

藤．新宿j堂跡における土地利用の'1'：移を'''1i脱し，本

棚報のまとめとしたい。

今,可の調査でｲﾘ,らかになった遺幟は，住居ｈＬす

なわち，Ⅲ,｜住域であり，古墳群，すなわち，墓域と

,呼ぶことができよう。

１，１１．住域の変遷

本遺跡では，繩文時代早1V'の'''１形文土器が数片':リミ

Ⅱ)されていることから，すでにﾎi,,i文時代'Tl期に人'''１

の化活が,,H姑ざれることとなる。しかし，これは｣'ミ

,ｉＩｉに希薄な存在である。より明瞭に人'''１の生i舌h':を

兄い,Ⅱせるのは繩文時代,iij期黒,i兵101からである。こ

の時期は'三i：,肋Ｌ遺物等の分布は，遺跡内にまばら

に散在する存在であり，’｢'+住域を形成するには至って

いない。それ以後，繩文,'１期に，新宿地区西端にＩ主

,i『+1,,1と土砿群を１４f-H半う一群がある他，やは')散在

的であるが，遺跡地中央の谷をと')かこむような遺

物の分布の集中がみられる。Ｒ藤・新宿遺跡は，繩

文時代，リ側三時代を通して，人'''１の生'''１iの表舞台に

は炎われてこない。

しかし，TIT塙時代になると，新宿地区南部に住ITI｝

,,,:が形成ざれ始ﾀﾞ)，古墳時代にｌ１１Ｕｌ後半から後11jl1iiI半

すなわち，和泉期からｿＭｉ’期にかけて，住１１１}｣'':が

飛蹄的に多くなる。しかも，これらの住居｣'1群には

南北２つのまとま')を想定することが可能であり，

イ,;統期i間]も総て和泉期末から鬼'１}j’期という限定され

た時間内で形成ざれ終焉を見ている。この時期以降’

1,,,此の臓城構築による大＃&模な地形改変がｲ丁なわれ

るまで､，ほとんど，人間の牛iiiIiの場としては利)Ⅱさ

－２８－ 
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